
令和 4 年度 第 3 回学校運営協議会議事録 

 
⽇程 令和 5 年 3 ⽉ 3 ⽇（⾦） 時間 17：00〜18：00 
会場 ⽮上交流センター 記⼊者 ⼩林 
出席委員 ⽯橋良治（⾢南町⻑）  

⾠⽥直久（卒業⽣会会⻑）  
⼤橋覚（⾢南町教育委員会教育⻑） 
中村厚⼦（島根県⽴⽯⾒養護学校校⻑）  
⽵下和宏（⽻須美中学校校⻑）  
永岡 靖（瑞穂中学校校⻑）  
樽⽥真治（⽯⾒中学校校⻑） 
⼩泉賢咲（⾢南町商⼯会副会⻑）  
服部幸信（JA しまね島根おおち地区本部本部⻑）  
井上正⾏（⾢南町進出企業会会⻑）  
⽇⾼武英（公⽴⾢智病院副院⻑） 
三上嚴信（徳佑会理事⻑） 
⼩泉篤（⽮上⾼校地域応援団委員⻑） 
⾺庭寿美代（島根県教育委員会教育指導課企画幹） 

アドバイザー 作野広和（島根⼤学教育学部教授） ※オンライン 
⾚坂⼀念（島根県⽴⼤学総合政策学部教授） 

 
■会議概要 

議事 概要 
１．開会 -- 
２．会⻑挨拶 みなさん、お仕事終わってからご苦労をおかけしますが、⻑時間と

なると思います。よろしくお願いいたします。⽮上⾼校の発展につ
いては、みなさんの⼒があってのことです。 
今⽉ 1 ⽇、卒業式がありました。３年ぶりに来賓招待いただきま
した。卒業式がいいモノだなと思いました。⾼校⽣と触れ合うこと
がないので、⻘春真っ盛りな⾼校⽣と触れてよかったです。93名
の卒業式です。 
先⽇、未来フォーラムも参加しました。これも⾒事な内容でした。
⾢南町の課題を捉え、発表したのも⽮上⾼校の伝統になっている
と思います。そうした⾼校の頑張りやご⽀援のおかげで、応募状況
1.01倍、96 ⼈の応募になっております。４年連続１倍を超えると



いうことになります。県内でもないのではないかと思う。町の⽅も
コンソーシアムを通じて⽀援をしておりますが、昨年は町内の中
学⽣の定期券補助、桜江便の増設、その意味で⽣徒確保に繋がって
いると思います。 
先⽇、起⼯式が⾏われましたが、研修棟別館を⽴てる予定です。順
調にいけば 9 ⽉末に完成予定です。過密状態の解消につながると
思います。こうした施設が、学びの場として快適な環境になるので
はないかと思っています。地域の⽅も学べる場所にしたいと思っ
ています。こうした取り組みも、全ては⽮上⾼校が将来に渡って永
久存続することを⽬的としております。今後とも何卒よろしくお
願いします。 

３．校⻑挨拶 こんばんは。年度末のお忙しい中、集まっていただきありがとうご
ざいます。町⻑からもありましたが、ご⽀援いただきまして感謝し
ております。1 ⽇に 93名の卒業⽣を無事送り出すことができまし
た。今年の卒業⽣は、コロナに直⾯しましたが、誰⼀⼈かけること
なく卒業しました。 
⼤学⼊試も変わってきており、総合型選抜や学校推薦で合格する
⽣徒もいます。そのためには、課題研究などを活かし、⾃⼰PRす
ることが⼤事。学⼒だけで⼤学に⾏けるだけではないということ。
⼀⽅で、共通テスト試験を通じた進学も重要です。 
普通科は３年⽬の⽂科省事業が終了となります。1 ⽉ 17 ⽇にオン
ライン発表してきました。この３年間で、地域に出て、協育パート
ナーとして地域の⼈に⼊っていただき、⽣徒と活動をしていただ
いたのがとてもよかったです。また、中間発表を⽴命館⼤学で実施
したのも、コロナで３年間⾏けなかったが、今年初めて実施するこ
とになりました。コロナで⾊々あったが、USJ に⾏くことができ
ました。研修旅⾏に⾏って、普通科発表会、未来フォーラムという
流れになっています。⽂科省事業が終了するということで、未来フ
ォーラムの実施、シンポジウムを実施しました。うまくいかなかっ
たことを共有して、振り返りを実施しました。他県や他校からも参
加がありました。 
産業技術科も課題研究に取り組み、2年⽣で中間発表、１年間かけ
て最終発表を⾏いました。専⾨性が⾼いものではありますが、ぜひ
みなさんにも聞いていただきたいです。２年⽣は 2 ⽉に中間発表
をしていましたが、１年かけてブラッシュアップしていきます。
様々な⽣徒がいますが、専⾨性の⾼い活動を⾏い、論⽂を⾏い、実



学を取り⼊れることで成⻑していると思います。 
また、部活動も頑張っており、他にも神楽やスキーなど盛んに⾏っ
ている。 
⾼校⼊試関係では、中学校の先⽣のご⽀援のおかげで、１倍を超え
ることができました。⼝コミが１番の宣伝だと思います。保護者、
中学校の先⽣に評価いただいたからだと思います。 
令和 7 年度の⼊試から、推薦⼊試が特⾊⼊試に変わります。や紙
⾼校は特⾊⼊試に対して検討をしますが、9⽉に内容が発表になり
ます。今後は、学校や中学校の先⽣にもヒアリングするかもしれま
せん。次年度は研修施設も作られると思いますが、町のおかげで療
養施設６部屋作られますし、ご⽀援いただき感謝しております。 

４．出席者確認  上記のとおり 
５．学校運営協議会 
成⽴要件の確認 

成⽴要件を満たすことを確認 

６．報告・共有事項 ・県⽴⾼校スクールミッションに関する報告を⾏いました。 
・今年度⽣徒募集状況について事務局より説明しました。 
・⽂部科学省「地域との協働による⾼等学校教育改⾰推進事業」の
終了について説明しました。 

７．議事 ●第 1号議案 定員増に向けた県教育委員会への要望について 
  ・コンソーシアムとの連名で提出をしたい 
  ・町内から出ると経済的な⾯で打撃を受ける家庭があるため、 
   ぜひ要望をあげてもらいたい 
  ・町内の⽣徒のための⽮上⾼校であってほしい 
 などの意⾒が出され、合意された。 
●第 2号議案 令和４年度学校評価について 
  ・グループで学校評価について意⾒をいただいた。 

８．閉会 -- 
 
 


